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★★★今月のあなたの運勢★★★ ❷

JAたかさき

TOPICS

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
９
月
29
日
、
Ｊ

Ａ
本
店
で
麦
の
栽
培
講
習
会
を
開
き

ま
し
た
。
生
産
者
43
人
が
参
加
し
、

所
得
向
上
を
目
標
に
、
１
等
Ａ
ラ
ン

ク
の
麦
づ
く
り
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。

　
管
内
で
生
産
さ
れ
る
麦
は
、
近
年

２
等
の
格
付
け
が
続
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
９
月
20
日
に
は
、
１
等
の
麦

づ
く
り
に
向
け
、生
産
者
、Ｊ
Ａ
、関

係
機
関
が
集
ま
り
、播
種
（
は
し
ゅ
）

前
会
議
を
開
き
ま
し
た
。
過
去
の
品

質
を
振
り
返
り
、
課
題
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
施
設
で
は
、
２
０
２
３
年
産

ま
で
は
、
小
麦
「
さ
と
の
そ
ら
」
の

次
に
「
き
ぬ
の
波
」
を
荷
受
け
し
て

い
ま
し
た
が
、「
き
ぬ
の
波
」
の
刈

り
遅
れ
に
よ
る
品
質
低
下
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、２
０
２
４
年
産
は「
き

ぬ
の
波
」
を
先
に
荷
受
け
し
、
成
熟

の
早
ま
り
に
合
わ
せ
た
荷
受
け
体
制

の
変
更
を
決
め
ま
し
た
。

　
講
習
会
で
は
、
県
西
部
農
業
事
務

所
の
北
爪
主
幹
が
、
排
水
対
策
や
肥

培
管
理
、
播
種
、
麦
踏
み
な
ど
の
基

本
技
術
を
説
明
し
ま
し
た
。
北
爪
主

り
取
ら
れ
た
籾
は
、
Ｃ
Ｅ
、
Ｒ
Ｃ
へ

運
び
込
ま
れ
ま
し
た
。

　
２
０
２
３
年
産
の
水
稲
は
、
田
植

え
後
か
ら
平
年
よ
り
高
い
気
温
で
経

過
し
た
た
め
、
生
育
は
早
ま
り
、
出

穂
期
は
３
日
程
度
早
ま
り
ま
し
た
。

出
穂
後
も
高
温
が
続
い
た
こ
と
か
ら

成
熟
期
も
７
日
程
度
早
ま
り
ま
し
た
。

地
域
農
業
の
担
い
手
に
出
向
く
Ｊ
Ａ

担
当
者
（
愛
称
Ｔ
Ａ
Ｃ
＝
タ
ッ
ク
）

は
、
例
年
に
比
べ
刈
取
り
時
期
が
早

ま
る
こ
と
か
ら
、
生
産
者
に
収
穫
準

備
と
と
も
に
刈
り
遅
れ
に
注
意
す
る

よ
う
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

幹
は
「
適
期
播
種
が
収
量
に
大
き
く

影
響
す
る
。
荷
受
け
の
順
番
が
変
更

に
な
る
の
で
、
播
種
の
順
番
も
変
更

し
、
早
播
き
や
遅
ま
き
に
な
ら
な
い

よ
う
播
種
時
期
を
守
る
よ
う
に
」
と

指
導
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
麦
の
検
査
等
級
、
品
質
ラ

ン
ク
、
収
量
の
向
上
を
目
指
し
、
１

月
に
麦
の
中
期
栽
培
講
習
会
を
行
う

予
定
で
す
。
１
等
を
目
指
し
、
生
産

者
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
麦

生
産
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
管
内
で
栽
培
す
る

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
と
「
ひ
と
め
ぼ
れ
」

の
刈
取
り
が
９
月
下
旬
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
刈
り
取
り
時
期
が
例
年
よ

り
早
ま
り
、
東
南
部
カ
ン
ト
リ
ー
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
（
Ｃ
Ｅ
）
は
９
月
28
日

か
ら
、
南
部
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
（
Ｒ

Ｃ
）
は
29
日
か
ら
荷
受
け
を
開
始
。

本
格
的
な
施
設
稼
働
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　
両
施
設
で
の
「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」「
ひ

と
め
ぼ
れ
」
の
搬
入
予
定
面
積
は
約

40
㌶
。
刈
取
り
適
期
を
迎
え
た
生
産

者
は
、
一
斉
に
稲
刈
り
を
始
め
、
刈適期で稲刈りをする生産者

刈り取った籾を搬入

麦１等を目指し講義を聴く参加者

稲
刈
り
早
ま
る
・

カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
稼
働

麦
１
等
目
指
し
栽
培
講
習
会



牡羊座 ３/21～４/19❸

JAたかさき

（全体運）秋の実りを楽しみましょう。思い出の料理を食べに行くのもお勧め。旧友との会話にも花が咲きそうです
（健康運）冷えは大敵。体を温めて。厚手の靴下が吉
（幸運の食べ物）ダイコン

TOPICS

４
５
㌧
は
管
内
６
戸
の
他
、
県
内
20

戸
の
畜
産
農
家
へ
供
給
さ
れ
ま
す
。

　
営
農
課
の
松
田
課
長
は
「
輸
入
粗

飼
料
価
格
の
高
騰
で
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
が

注
目
さ
れ
、
問
い
合
わ
せ
が
多
く

な
っ
て
き
た
。
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
の
取
り

組
み
に
は
、
集
積
場
所
の
確
保
等
の

課
題
が
あ
る
が
、
出
来
る
だ
け
要
望

に
応
え
、
耕
畜
連
携
を
進
め
て
行
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
野
菜
セ
ン
タ
ー
は

９
月
８
日
か
ら
自
動
播
種
機
を
使
っ

て
タ
マ
ネ
ギ
の
播
種
作
業
を
行
い
ま

し
た
。

　
Ｊ
Ａ
は
タ
マ
ネ
ギ
を
振
興
作
物
の

一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、
２
０
２
３

年
産
は
生
産
者
49
人
が
１
８
０
㌧
を

出
荷
。
２
０
２
２
年
と
比
べ
、
生
産

者
、
出
荷
量
と
も
増
加
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
取
り
ま
と
め
た
注

文
農
家
は
40
人
。
２
８
８
穴
の
ト
レ

イ
に
「
濱
の
宝
」
１
５
２
枚
、「
ソ

ニ
ッ
ク
」
６
８
６
枚
、「
タ
ー
ボ
」

１
６
０
枚
の
３
品
種
を
播
種
し
ま
し

た
。

　
高
崎
市
立
六
郷
小
学
校
３
年
生
の

児
童
96
人
が
９
月
６
日
、
Ｊ
Ａ
た
か

さ
き
農
産
物
直
売
所
「
グ
ル
米
四
季

菜
館
筑
縄
店
」
に
社
会
科
見
学
で
訪

れ
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
「
一
日
に
何
人
の
お

客
さ
ん
が
来
る
の
か
」「
人
気
の
商

品
は
何
か
」
な
ど
と
質
問
し
ま
し
た
。

　
三
友
店
長
は
「
地
元
で
生
産
さ
れ

た
旬
の
野
菜
が
人
気
、
ま
た
地
元
の

小
麦
で
作
ら
れ
た
う
ど
ん
や
パ
ス
タ

も
お
す
す
め
」
と
答
え
、
こ
の
直
売

所
か
ら
も
学
校
給
食
の
食
材
を
届
け

て
い
る
こ
と
を
伝
え
ま
し
た
。

　
同
小
学
校
で
は
社
会
科
の
学
習
に

役
立
て
る
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
直

売
所
の
見
学
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
管
内
で
栽
培
さ
れ

て
い
る
発
酵
粗
飼
料
（
ホ
ー
ル
ク

ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
＝
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）
用

稲
の
収
穫
が
９
月
15
日
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
刈
り
取
っ
た
稲
は
乳
酸
発

酵
さ
せ
、
粗
飼
料
と
し
て
畜
産
農
家

に
供
給
さ
れ
ま
す
。

　
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
は
、
籾
が
完
熟
す
る

前
に
実
と
茎
葉
を
ま
る
ご
と
刈
り
取

り
ま
す
。
水
田
で
は
、
専
用
の
収
穫

機
で
稲
を
刈
り
取
り
な
が

ら
乳
酸
菌
を
添
加
。
そ
の

後
ロ
ー
ル
状
に
排
出
し
た

稲
を
、
自
走
式
の
ラ
ッ
プ

マ
シ
ー
ン
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ

し
て
発
酵
を
促
し
、
約

２
ヶ
月
で
発
酵
さ
せ
た
後
、

畜
産
農
家
は
牛
に
与
え
ま

す
。

　
管
内
の
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
の

作
付
け
は
48
㌶
。
刈
り
取

り
は
、
高
崎
市
農
業
公
社

と
県
外
の
コ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
（
農
作
業
受
託
組

織
）
が
請
け
負
っ
て
い
ま

す
。
生
産
予
定
の
１
，
４

店内を見学する児童

ラッピング作業をするオペレーター

タマネギの播種作業する職員

Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
の
収
穫
始
ま
る

輸
入
飼
料
高
騰
に
対
応

児
童
が

農
産
物
直
売
所
を
見
学

生
産
者
の
労
力
を
軽
減
・

タ
マ
ネ
ギ
播
種



４/20～５/20牡牛座 ❹

JAたかさき

（全体運）対人運が活発化。もめることもありそうですが、向き合ってみると分かり合えることも。ポジティブに考えて
（健康運）ちょっとしたけがに注意。ばんそうこうを携帯して
（幸運の食べ物）ハクサイ

TOPICS

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
農
産
物
直
売
所

「
グ
ル
米
四
季
菜
館
」
３
店
舗
は
９

月
21
日
か
ら
23
日
の
３
日
間
、
秋
の

お
彼
岸
セ
ー
ル
を
開
き
ま
し
た
。

　
花
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
色
鮮
や
か
に

咲
い
た
一
輪
菊
や
小
菊
、
リ
ン
ド
ウ

な
ど
、
豊
富
な
種
類
の
切
り
花
を
手

頃
な
価
格
で
販
売
。
お
彼
岸
の
墓
参

り
の
た
め
に
、
花
を
求
め
る
来
店
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
食
品
コ
ー
ナ
ー

で
は
梨
や
ブ
ド
ウ
、
リ
ン
ゴ
な
ど
の

果
物
を
は
じ
め
、
出
荷
者
手
作
り
の

お
は
ぎ
な
ど
も
人
気
で
し
た
。

　
高
崎
産
「
ゆ
め
ま
つ
り
」
や
「
ひ

と
め
ぼ
れ
」「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
な
ど
も
、

日
替
わ
り
で
特
価
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

物
。
同
市
で
は
行
政
・
消
費
者
団

体
・
学
識
者
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る

同
委
員
会
に
よ
る
認
証
制
度
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
特
別
栽
培
は
肥
料
農
薬
の
使
用
成

分
回
数
が
厳
し
く
定
め
ら
れ
、
特
別

栽
培
米
で
は
除
草
剤
の
使
用
も
制
限

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ
お
よ
び
生

産
者
は
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
安

全
・
安
心
な
農
産
物
の
生
産
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
わ
く
わ
く
朝
市
会

は
９
月
30
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
駐
車
場
で

秋
の
感
謝
祭
を
開
き
ま
し
た
。

　
地
元
産
野
菜
や
花
、
加
工
品
な
ど

を
求
め
、
早
朝
か
ら
多
く
の
人
が
詰

め
か
け
ま
し
た
。

　
同
会
は
、
発
足
か
ら
29
年
を
数
え
、

生
産
者
と
消
費
者
が
直
接
結
び
つ
く

場
と
し
て
、
毎
回
多
く
の
人
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。

　
朝
市
は
毎
週
土
曜
日
、
Ｊ
Ａ
本
店

駐
車
場
で
開
い
て
い
ま
す
。

　
５
月
～
10
月
は
午
前
６
時
30
分
か

ら
、
11
月
～
４
月
は
午
前
７
時
か
ら
。

　
高
崎
市
と
Ｊ
Ａ
た
か
さ
き
は
、
10

月
２
日
、
高
崎
市
特
別
栽
培
農
産
物

認
証
審
査
委
員
会
を
開
き
ま
し
た
。

関
係
者
14
人
が
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
農
業

者
か
ら
の
申
請
内
容
を
確
認
し
、
現

地
圃
場
で
栽
培
状
況
を
確
か
め
ま
し

た
。

　
結
果
は
、
管
内
で
生
産
者
51
人
が

61
㌶
で
栽
培
す
る
米「
ゆ
め
ま
つ
り
」

が
特
別
栽
培
農
産
物
に
認
証
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
認
証
さ
れ
た
特
別
栽
培

米
「
ゆ
め
ま
つ
り
」
は
、
主
に

市
内
の
学
校
給
食
に
供
給
さ
れ

ま
す
。
学
校
給
食
へ
の
特
別
栽

培
米
の
提
供
は
２
０
０
２
年
に

始
ま
り
、
２
０
２
３
年
産
は
、

生
産
予
定
の
特
別
栽
培
米
「
ゆ

め
ま
つ
り
」
２
６
４
㌧
の
う
ち
、

２
３
５
㌧
が
同
市
の
小
・
中
学

校
、
幼
稚
園
、
特
別
支
援
学
校

の
78
校
に
供
給
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　
特
別
栽
培
農
産
物
は
、
化
学

肥
料
、
農
薬
を
慣
行
の
５
割
以

上
減
ら
し
て
栽
培
さ
れ
た
農
産

切り花を買い求める来店者

栽培状況を確認する審査委員

新鮮野菜を求める買い物客

特
別
栽
培
米
「
ゆ
め
ま
つ
り
」

学
校
給
食
へ
提
供

秋
の
お
彼
岸
セ
ー
ル盛

況

地
元
野
菜
が
一
同
に
、

朝
市
秋
の
感
謝
祭



双子座 ５/21～６/21❺

JAたかさき

（全体運）ストレスを感じやすいとき。オーバーワークにならないよう予定を見直して。レジャー運は良好。お出かけを
（健康運）腸内環境を整えて。発酵食品にツキ
（幸運の食べ物）ゴボウ

お知らせ

特販直売課から



蟹　座 ６/22～７/22 ❻

JAたかさき

（全体運）気になっていたことがいい方向へと動く好調運。問題は１人で抱え込まず相談を。力になってくれる人がいます
（健康運）コンディションが良好。スポーツを楽しんで
（幸運の食べ物）ホウレンソウ

お知らせ

ＪＡグループから



７/23～８/22獅子座❼

JAたかさき

（全体運）大丈夫と思っていたことにストップがかかりそう。いち早く兆候を見つけられるようよく観察を。方向転換は吉
（健康運）無理や我慢は禁物。不調を感じる前に休んで
（幸運の食べ物）ネギ

お知らせ

ＪＡグループから



乙女座 ８/23～９/22 ❽

agriculture

西部農業事務所より

お知らせ

（全体運）コミュニケーション運が活発化。好情報を入手できます。ただ、後半は眉唾な話も。うわさには気を付けて
（健康運）良い健康法が見つかりそう。友達のまねも◎
（幸運の食べ物）根ミツバ

複式農業簿記基礎講座受講生募集！
　農業を営むには、毎日の営農活動を記帳しておき、営農成績の善し悪しを判断し、将来の方

針を立てる必要があります。そのために、営農活動を一定の記録方法で、記録・整理する方法

が簿記です。

　経営管理能力を高めるとともに、経営改善に役立てるため、仕訳伝票による複式農業簿記の

基礎を学びましょう。

　今年度は高崎・藤岡会場で開催とします。

　※参加人数によっては、開催方法が変わる場合があります。

○高崎会場（対面開催）

【期日】１月９日、17日、24日、31日、２月７日、13日、22日の全７回

【時間】午後１時半～４時

【場所】高崎合同庁舎会議室（高崎市台町４－３）

【定員】10名（先着順）

【申込締め切り】12月８日（金）

○藤岡会場（リモート開催）

【期日】高崎会場と同日

【時間】高崎会場と同時間

【場所】藤岡地区農業指導センター　３階第３会議室（藤岡市下栗須124－５）

【定員】10名（先着順）

【申込締め切り】12月８日（金）

【申し込み・問い合わせ先】

　いずれかの事務所担い手支援係までお申し込み・お問い合わせください。

　◆西部農業事務所普及指導課担い手支援係　☎０２７－３２１－３６００

　◆西部農業事務所藤岡地区農業指導センター担い手支援係　☎０２７４－２３－４５５５

　◆西部農業事務所富岡地区農業指導センター担い手支援係　☎０２７４－６３－６７１１
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園芸研究家●成松　次郎

お
天
気
カ
レ
ン
ダ
ー

気
象
予
報
士
●
檜
山

　靖
洋

（全体運）人気運が良好。あなたの周りに自然と人が集まってきます。食事の時間に愚痴は控えて。楽しく食べて円満に
（健康運）喉の痛みを甘く見ないで。しっかりケアを
（幸運の食べ物）カリフラワー

小松菜のトンネル栽培　寒さでうま味が増加

　
小
松
菜
は
ビ
タ
ミ
ン
類
、
カ

ル
シ
ウ
ム
、
鉄
分
を
多
く
含
む

緑
黄
色
野
菜
で
、
特
に
冬
採
り

は
栄
養
価
が
高
く
、
甘
味
も
増

し
最
も
お
い
し
く
な
る
栽
培
時

期
で
す
。

［
品
種
］
近
年
は
葉
が
丸
く
、

緑
が
濃
い
品
種
が
好
ま
れ
、
秋

冬
ま
き
で
は
「
は
ま
つ
づ
き
」

（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）、「
楽
天
」（
タ

キ
イ
種
苗
）、「
よ
か
っ
た
菜
」

（
カ
ネ
コ
種
苗
）
な
ど
が
良
い

で
し
ょ
う
。

［
栽
培
期
間
］
冬
ま
き
（
12
～

２
月
）
は
ト
ン
ネ
ル
や
べ
た
が

け
資
材
で
保
温
し
、
60
～
90
日

で
収
穫
で
き
ま
す
。
中
間
地
で

は
ほ
ぼ
通
年
栽
培
が
で
き
、
草

丈
20
～
25
㎝
を
目
標
に
、
春
ま

き
（
３
～
５
月
）
は
30
～
50
日
、

夏
ま
き
（
６
～
８
月
）
は
20
～

25
日
、
秋
ま
き
（
９
～
11
月
）

は
30
～
60
日
で
収
穫
で
き
ま
す
。

生
育
が
早
く
収
穫
遅
れ
に
な
り

や
す
い
た
め
、
１
週
間
置
き
に

少
し
ず
つ
ま
き
、
長
く
収
穫
を

楽
し
む
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

［
畑
の
準
備
］
種
ま
き
２
週
間

前
に
１
平
方
ｍ
当
た
り
苦
土
石

灰
１
０
０
ｇ
を
ま
い
て
畑
を
よ

く
耕
し
、
１
週
間
前
に
化
成
肥

料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
10
％
）
１

０
０
ｇ
と
堆
肥
２
、
３
㎏
を
施

し
、
土
と
よ
く
混
ぜ
て
お
き
ま

す
（
図
１
）。
幅
70
～
80
㎝
の

栽
培
床
を
作
り
、
畝
に
平
行
に

条
間
15
㎝
程
度
の
種
ま
き
溝
を

切
り
ま
す
。
こ
の
と
き
、
ま
き

溝
は
支
柱
や
木
板
を
土
に
押
し

付
け
、
溝
を
付
け
る
と
深
さ
が

一
定
に
な
り
ま
す
（
図
２
）。

［
種
ま
き
］
種
が
重
な
ら
な
い

よ
う
に
１
㎝
く
ら
い
の
間
隔
で

ま
き
、
土
を
軽
く
か
ぶ
せ
て
お

き
ま
す
。

［
ト
ン
ネ
ル
の
被
覆
と
管
理
］

ト
ン
ネ
ル
内
の
温
度
は
晴
天
日

の
昼
に
は
高
く
、
夜
間
は
外
気

に
近
い
温
度
に
な
り
ま
す
。
冬

か
ら
春
に
か
け
て
は
気
温
上
昇

期
に
当
た
り
、
容
易
に
30
度
を

超
え
る
た
め
、
温
度
が
上
が
り

過
ぎ
な
い
よ
う
換
気
が
必
要
で

す
。
資
材
は
穴
の
な
い
フ
ィ
ル

ム
で
は
裾
を
大
き
く
開
け
た
り
、

開
け
る
穴
の
数
を
増
や
し
た
り

し
て
、
春
に
向
け
て
徐
々
に
換

気
量
を
増
や
し
ま
す
。
有
孔

フ
ィ
ル
ム
を
使
用
す
れ
ば
日
中

の
高
温
は
防
げ
ま
す
（
図
３
）。

ト
ン
ネ
ル
内
を
さ
ら
に
べ
た
が

け
資
材
で
被
覆
す
れ
ば
厳
寒
期

の
霜
害
予
防
に
な
り
ま
す
。

［
間
引
き
］
初
め
は
本
葉
が
見

え
る
頃
に
子
葉
の
重
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
を
間
引
き
ま
す
。
そ

の
後
、
葉
が
触
れ
合
う
程
度
に

間
引
き
、
最
後
に
５
、
６
㎝
程

度
に
し
ま
す
。
間
引
き
後
は
株

の
ぐ
ら
つ
き
を
防
ぐ
た
め
、
株

元
に
土
寄
せ
し
ま
す
（
図
４
）。

［
病
害
虫
の
防
除
］
害
虫
の
発

生
は
少
な
く
、
病
気
で
は
白
さ

び
病
が
発
生
し
た
と
き
は
、
ダ

コ
ニ
ー
ル
１
０
０
０
な
ど
の
農

薬
で
防
除
し
ま
す
。
生
育
期
間

が
短
い
の
で
、
農
薬
の
使
用
は

生
育
初
期
に
限
り
ま
す
。

［
収
穫
］
草
丈
20
～
25
㎝
程
度

で
根
を
付
け
て
抜
き
取
り
収
穫

を
し
ま
す
（
図
５
）。
収
穫
が

遅
れ
る
と
葉
が
堅
く
な
り
食
味

も
落
ち
ま
す
。
な
お
、
外
葉
か

ら
必
要
な
だ
け
か
き
取
れ
ば
、

長
期
に
収
穫
が
で
き
ま
す
。

※
関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地

を
基
準
に
記
事
を
作
成
し
て
い

ま
す
。

　
そ
ろ
そ
ろ
木
枯
ら
し
が
吹
き
始
め
る
季
節
で
す

ね
。
11
月
８
日
は
二
十
四
節
気
の
立
冬
で
、
冬
の

入
り
口
で
す
。

　
厳
し
い
冬
を
前
に
、
高
気
圧
に
覆
わ
れ
て
穏
や

か
に
晴
れ
る
日
は
貴
重
で
す
。
こ
の
時
期
の
暖
か

い
晴
れ
を
「
小
春
日
和
」
と
い
い
ま
す
。「
春
」

と
い
う
字
が
入
っ
て
い
ま
す
が
、
晩
秋
か
ら
初
冬

に
使
う
言
葉
で
す
。

　
江
戸
に
似
た
街
の
こ
と
を
「
小
江
戸
」
と
呼

び
、
京
都
に
似
た
街
の
こ
と
を
「
小
京
都
」
と
呼

ぶ
よ
う
に
、「
小
」
を
付
け
る
こ
と
で
「
～
に
似

た
」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
と
同
じ
よ

う
に
、
小
春
日
和
と
は
本
当
の
春
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
春
に
似
た
日
和
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

　
11
月
22
日
は
二
十
四
節
気
の
小
雪
（
し
ょ
う
せ

つ
）
で
す
。
本
格
的
な
雪
の
季
節
は
も
う
少
し
先

で
す
が
、
小
春
日
和
の
日
に
冬
を
迎
え
る
準
備
を

進
め
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

春
の
よ
う
な
晴
天

イラスト：服部新一郎

栽培カレンダー（小松菜のトンネル栽培）
10 11 12 1 2 3 4

中間地

暖地

月

生育トンネル 収穫種まき

イラスト：小林裕美子
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野菜もの知り百科
土壌医●藤巻　久志

おいしく食べて美しく 栄養士●吉田　理江

（全体運）リーダーシップを発揮して。少しせっかちになりがちなとき。周りの話を聞き歩調を合わせればスムーズに進みます
（健康運）歯科検診へ。口内炎や歯痛は早めにケアを
（幸運の食べ物）ナス

　秋から冬にかけては、インフルエンザが流行する
シーズンです。今の時期にインフルエンザが流行す
るのは、空気中に浮遊しているウイルスが口や鼻か
ら体内に侵入しやすくなるためと考えられています。
マスクの着用や手洗いうがいなども予防には欠かせ
ませんが、感染しにくい体づくりのためには食事も
大切です。今回は、インフルエンザ予防にお薦めの
栄養素を二つご紹介します。 
■ タンパク質
　タンパク質は、ホルモン・免疫物質などの材料に
なります。肉、魚、卵、乳製品、大豆製品に含まれ
るタンパク質は、不足すると体力や免疫機能の低下
などが起こるので注意しましょう。過剰に取ると余
剰分は、尿と一緒に排出されるため、毎食、手のひ
らにのるくらいが目安量になります。朝、時間がな
い方は、牛乳を飲む、作り置きしたゆで卵を取ると
タンパク質不足になりにくいです。おやつにチーズ、
ヨーグルトを取るのも良いでしょう。 
■ ビタミンＡ 
　ビタミンＡは、皮膚や目などの健康を守り感染症
を予防する働きがあります。ニンジン、ホウレンソ

ウなどの緑黄色野菜、レバー、ウナギなどに含まれ
るビタミンＡは、皮膚の乾燥を防ぐ働きもあるため、
美肌づくりにも欠かせない栄養素です。食事で取り
過ぎる心配はありませんが、サプリメントで取り過
ぎると余剰分が体内に蓄積され、頭痛などを起こす
可能性があるので注意しましょう。脂溶性ビタミン
のビタミンＡは、油と一緒に調理することにより、
体内への吸収率が高まります。緑黄色野菜を入れた
みそ汁にごま油を加えると、こくが出るのでおいし
く食べられるでしょう。 
　インフルエンザに
かかりにくい体づく
りに必要なのはバラ
ンスの良い食事です。
タンパク質、野菜だ
けではなく、米、パ
ンなどの炭水化物も
しっかり食べるよう
にしましょう。

食事でインフルエンザ感染予防

　
レ
タ
ス
の
原
産
地
は
地
中
海
沿
岸
か
ら

西
ア
ジ
ア
に
か
け
て
で
す
。
和
名
は
「
ち

し
ゃ
」
で
す
。
切
る
と
白
い
液
が
出
る
た

め
乳
草
と
も
呼
ば
れ
、
そ
れ
が
変
化
し
て

「
ち
し
ゃ
」
に
な
り
ま
し
た
。

　
レ
タ
ス
は
「
玉
（
結
球
）
レ
タ
ス
」、

サ
ニ
ー
レ
タ
ス
な
ど
の
「
リ
ー
フ
レ
タ

ス
」、
サ
ン
チ
ュ
な
ど
の
「
茎
レ
タ
ス
」、

今
回
紹
介
す
る
「
コ
ス
レ
タ
ス
」
の
四
つ

に
大
き
く
分
け
ら
れ
ま
す
。
日
本
で
は
流

通
し
て
い
る
物
の
ほ
と
ん
ど
が
玉
レ
タ
ス

で
し
た
が
、
韓
国
料
理
や
イ
タ
リ
ア
料
理

な
ど
の
普
及
に
伴
い
、
そ
の
他
の
レ
タ
ス

も
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
コ
ス
レ
タ
ス
の
名
前
は
エ
ー
ゲ
海
の
コ

ス
島
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
、
ロ
メ

イ
ン
レ
タ
ス
と
も
い
い
ま
す
。
ロ
メ
イ
ン

は
ロ
ー
マ
の
こ
と
で
す
。
葉
を
巻
き
込
ま

ず
に
立
っ
た
状
態
で
、
タ
ケ
ノ
コ
形
に
成

長
す
る
こ
と
か
ら
和
名
は「
立
ち
ち
し
ゃ
」

で
す
。

　
レ
タ
ス
は
鉄
製
の
包
丁
で
切
る
と
鉄
と

反
応
し
、
切
り
口
が
赤
茶
色
に
な
り
ま
す
。

乳
状
の
液
に
含
ま
れ
て
い
る
ポ
リ
フ
ェ

ノ
ー
ル
の
酸
化
が
早
ま
る
た
め
で
す
。
包

丁
を
使
う
と
細
胞
が
壊
さ
れ
鮮
度
が
落
ち

ま
す
が
、
手
で
ち
ぎ
る
と
断
面
が
粗
く
な

る
の
で
、
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
が
絡
み
や
す
く

な
り
ま
す
。

　
コ
ス
レ
タ
ス
は
葉
が
厚
く
、
シ
ャ
キ

シ
ャ
キ
と
し
た
食
感
が
魅
力
で
、
シ
ー

ザ
ー
サ
ラ
ダ
の
食
材
と
し
て
有
名
で
す
。

古
代
ロ
ー
マ
の
英
雄
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー

ザ
ー
が
好
ん
だ
サ
ラ
ダ
と
い
う
の
は
俗
説

で
す
。
シ
ー
ザ
ー
サ
ラ
ダ
は
１
９
２
４
年

７
月
４
日
（
米
国
独
立
記
念
日
）
に
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
接
す
る
メ
キ
シ
コ
の

町
で
、
イ
タ
リ
ア
系
移
民
の
料
理
人
・

シ
ー
ザ
ー
が
考
案
し
調
理
し
ま
し
た
。

　
元
祖
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
が
あ
る
米
国

西
海
岸
は
新
婚
旅
行
の
人
気
エ
リ
ア
で
し

た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
コ
ス
レ
タ
ス
だ
け

を
縦
割
り
に
し
て
皿
に
の
せ
た
も
の
が
出

さ
れ
ま
し
た
。
レ
タ
ス
だ
け
を
意
味
す
る

レ
タ
ス
・
ア
ロ
ー
ン
が
レ
ッ
ト
・
ア
ス
・

ア
ロ
ー
ン
（
私
た
ち
だ
け
に
し
て
）
に
似

て
い
る
の
で
、
レ
タ
ス
だ
け
の
サ
ラ
ダ
を

ハ
ネ
ム
ー
ン
サ
ラ
ダ
と
い
い
ま
す
。

コスレタス
（キク科アキノ
ノゲシ属）

イラスト：宮下めい子

イラスト：吉田静佳
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Q小林先生の法律相談 A
　
憲
法
五
三
条
後
段
で
は
、
い
ず
れ

か
の
議
院
の
総
議
員
の
四
分
の
一
以

上
の
要
求
が
あ
れ
ば
、
内
閣
は
国
会

の
臨
時
会
の
召
集
を
決
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
二
九
年
六
月
に
参
議
院
議
員
の

四
分
の
一
以
上
の
議
員
は
、
内
閣
に

対
し
て
、
国
会
の
臨
時
会
の
召
集
を

決
定
す
る
こ
と
を
要
求
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
内
閣
は
、
要
求
か
ら
九

（全体運）よく分からないことで意見を言うのは控えて。いつの間にか悪者にされる恐れが。運勢は下旬から上昇します
（健康運）食生活の乱れが肌に出がち。バランス良く食べて
（幸運の食べ物）シュンギク

二
日
後
に
臨
時
会
を
召
集
す
る
旨
決

定
し
、
し
か
も
、
臨
時
会
の
冒
頭
に

衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
た
め
、
参
議

院
は
同
日
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
臨
時
会
の
召
集
を
求
め
た
議
員

Ａ
が
、
内
閣
の
措
置
は
違
法
で
あ
る

と
し
て
、
憲
法
五
三
条
後
段
の
規
定

に
よ
り
臨
時
会
の
召
集
決
定
を
求
め

た
場
合
に
、
内
閣
は
、
二
〇
日
以
内

に
臨
時
会
の
召
集
を
決
定
す
る
義
務

を
負
う
こ
と
の
確
認
と
、
内
閣
が
上

記
要
求
か
ら
九
二
日
後
ま
で
、
臨
時

会
の
召
集
決
定
を
し
な
か
っ
た
こ
と

が
、
違
法
で
あ
り
、
国
会
議
員
と
し

て
権
利
を
行
使
で
き
な
か
っ
た
と
し

て
、
国
家
賠
償
法
に
基
づ
き
国
に
対

し
て
損
害
賠
償
を
求
め
ま
し
た
。
国

会
、
内
閣
、
司
法
と
い
う
三
権
分
立

に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。
令
和
五
年

九
月
一
二
日
最
高
裁
第
三
小
法
廷
で

は
議
員
Ａ
の
請
求
を
認
め
ま
せ
ん
で

し
た
。
地
方
自
治
法
で
は
、
首
長

は
、
議
員
の
定
数
の
四
分
の
一
以
上

の
議
員
か
ら
臨
時
会
の
請
求
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
請
求
の
あ
っ
た
日
か

ら
二
〇
日
以
内
に
議
会
を
召
集
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
し
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
臨
時
会
の
召
集
要

求
が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
内
閣
は
臨

時
会
の
召
集
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
義
務
を
負
っ
て
い
る
こ
と
は

法
の
規
定
か
ら
明
ら
か
で
す
が
、
召

集
す
べ
き
時
期
を
設
け
て
お
り
ま
せ

ん
の
で
、
結
果
的
に
臨
時
会
召
集
要

求
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
て
し
ま

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
法
的
不
備
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
最
高
裁
は
、
議
員

の
訴
え
を
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
最

高
裁
の
判
断
で
は
、
議
員
の
訴
え
は
、

法
律
上
の
争
訟
に
該
当
す
る
が
、
議

員
の
求
め
る
法
的
確
認
に
つ
い
て
は
、

現
時
点
に
お
い
て
は
、
臨
時
会
召
集

要
求
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
内

閣
の
召
集
決
定
が
遅
滞
し
て
い
る
わ

け
で
も
な
い
の
で
、
確
認
の
訴
え
の

利
益
が
な
い
と
し
て
、
確
認
請
求
を

認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
損
害
賠
償
の

請
求
に
つ
い
て
も
、
憲
法
五
三
条
後

段
の
規
定
は
、
国
会
と
内
閣
と
の
間

の
分
限
の
問
題
に
過
ぎ
ず
、
個
々
の

国
会
議
員
に
臨
時
国
会
召
集
要
求
に

係
る
権
利
利
益
を
保
障
し
た
も
の
で

は
な
い
の
で
、
議
員
か
ら
国
に
対
す

る
損
害
賠
償
請
求
も
認
め
ら
れ
な
い

と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、

宇
賀
克
也
裁
判
官
は
、
臨
時
会
の
召

国
債
の
ご
案
内

■中期利付国債（５年）
　入札日　令和５年11月14日㈫
■中期利付国債（２年）
　入札日　令和５年11月30日㈭
■長期利付国債（10年）
　入札日　令和５年12月５日㈫

利率、募集期間、その他詳しくは
本支店窓口にお問い合わせ下さい。

Question

集
要
求
を
し
た
国
会
議
員
が
臨
時
会

に
お
い
て
、
議
員
活
動
が
で
き
な
い

こ
と
は
極
め
て
重
大
な
不
利
益
で
あ

り
、
事
後
的
な
賠
償
に
よ
っ
て
回
復

で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
憲
法
五
三

条
後
段
に
よ
り
、
臨
時
会
召
集
要
求

が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
内
閣
は
合

理
的
期
間
内
に
国
会
召
集
を
決
定
す

る
法
的
義
務
を
負
っ
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
そ
の
合
理
的
期
間
は
、
地
方

自
治
法
等
の
規
定
を
参
酌
す
れ
ば
二

〇
日
程
度
と
考
え
ら
れ
る
と
し
て
、

Ａ
議
員
の
確
認
の
訴
え
を
認
め
る
べ

き
で
あ
る
と
の
反
対
意
見
を
述
べ
て

い
ま
す
。

　憲法五三条後段では少数

議員による臨時会召集が認

められておりますが、これ

について最高裁判断が出た

とききますが？



山羊座 12/22～１/19 �

　支店から あれこ れ

開 催 日
開催時間
会　　場

令和５年１１月１８日（土）・１９日（日）※小雨決行
１０：００～１５：００（両日とも）
もてなし広場（高崎市高松町１番地１）

Sample第３６回高崎市農業まつり開催第３６回高崎市農業まつり開催

　
今
回
は
片
岡
地
区
に
あ
る
七

士
殉
職
供
養
塔
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
七
士
殉
職
供
養
塔
は
昭

和
10
年
の
大
洪
水
の
際
に
殉
職

（全体運）友人や知人とおしゃべりを楽しめます。好奇心を発揮すれば面白いことに出合えるはず。お試しプランにツキ
（健康運）肩凝り予防のストレッチを。運動にツキ
（幸運の食べ物）ユリ根

－片岡支店－

七士殉職供養塔

し
た
、
高
崎
市
15
連
隊
の
兵
士
を
供

養
す
る
た
め
、
昭
和
11
年
に
建
て
ら

れ
ま
し
た
。

　
当
時
発
生
し
た
台
風
に
よ
る
集
中

豪
雨
で
、
烏
川
の
上
流
域
と
碓
氷
川

支
流
の
九
十
九
川
流
域
で
山
津
波

（
土
石
流
）
が
発
生
、さ
ら
に
は
烏
川
、

碓
氷
川
の
堤
防
が
決
壊
し
ま
し
た
。

　
高
崎
市
の
家
屋
被
害
は

全
壊
、
半
壊
、
床
上
下
浸

水
を
含
め
１
，
５
３
０
棟

と
い
う
甚
大
な
被
害
で
し

た
。
こ
の
水
害
の
救
助
活

動
中
に
高
崎
第
15
連
隊
第

11
中
隊
の
兵
士
10
人
が
濁

流
に
の
ま
れ
、
う
ち
７
人

が
殉
職
す
る
と
い
う
悲
劇

が
起
こ
り
ま
し
た
。
７
人

は
い
ず
れ
も
県
内
出
身
者

で
、
20
代
の
若
い
兵
士
で

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
近
年
で
は
異
常
気
象
と

も
い
う
べ
き
台
風
や
豪
雨

の
威
力
が
増
し
つ
つ
あ
り

全
国
で
も
大
き
な
被
害
を

受
け
て
い
ま
す
。

　
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
発

生
す
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
、

日
頃
か
ら
の
備
え
が
大
切

で
す
。（

片
岡
支
店
通
信
員
）

高崎市から



１/20～２/18� 水瓶座

お　知　ら　せ INFORMATION

（全体運）周囲からの注目度がアップ。良いことも悪いことも目立つので自分を律して。人に配慮すると状況は好転へ
（健康運）関節痛や貧血の予防に力を入れて。お茶が吉
（幸運の食べ物）リンゴ

アシストホールから



魚　座 ２/19～３/20 �

お　知　ら　せ INFORMATION

金融共済部 推進課から経済部 開発相談課から

（全体運）努力の結果が出てやりがいを感じられそう。１人では難しいことも仲間と協力して大成功。宴席や旅行も幸運の兆し
（健康運）シェイプアップや筋力トレーニングにツキ
（幸運の食べ物）ジャガイモ

《
日
　時
》

●
11
月
10
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

●
11
月
24
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

●
12
月
８
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

●
12
月
22
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

《
場
　所
》

　
本
店
相
談
室

《
弁
護
士
》

●
ゆ
う
あ
い
綜
合
法
律
事
務
所

　
・
弁
護
士
　
小 

林 

優 

公

無
料
法
律
相
談
日

《
日
　時
》

●
11
月
17
日
㈮
　
午
後
２
時
～

●
12
月
15
日
㈮
　
午
後
２
時
～

《
場
　所
》

　
本
店
相
談
室

《
税
理
士
》

●
干
川
会
計
事
務
所

　
・
税
理
士
　
干 

川 

芳 

男

《
予
約
・
問
合
せ
》

　
経
済
部
　
開
発
相
談
課

※ 

ど
ち
ら
の
ご
相
談
に
関
し
て
も
予
め

電
話
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

３
５
２

－

５
２
９
２

無
料
税
務
相
談
日

年金無料相談会年金無料相談会
「年金」について、疑問はありませんか？

☎027－346－5547
開催時間９：00～12：00

八幡支店11月18日（土）
開催店舗

年金の専門家（社会保険労務士）を招いて
個別に相談を承ります。

経済部 特販直売課から

もてなし広場（高崎市高松町１番地１）会場



�

今月の問題組合員のみなさま、全員が応募出来ます。

パズル？
頭の体操

出題●ニコリ

JAだより頭の体操

　
毎
回
多
数
の
応
募
を
頂
い
て
お
り
ま
す
「
Ｊ
Ａ
だ
よ
り
頭
の

体
操
」
の
賞
品
は
、
Ｊ
Ａ
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
「
高
崎
う
ど
ん
」

を
毎
回
抽
選
で
五
名
の
皆
様
に
お
贈
り
し
ま
す
。
高
崎
産
小
麦

一
〇
〇
％
の
こ
だ
わ
り
の
う
ど
ん
を
是
非
御
賞
味
下
さ
い
。（
尚
、

当
選
者
に
は
引
換
券
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
お
近
く
の
「
グ
ル
米

四
季
菜
館
」
で
お
取
換
え
願
い
ま

す
。）

２　日光の紅葉の名所。48個のカーブが

あります

５　―大敵、運転中は気を引き締めて

７　白―に身を包んだ花嫁さん

８　ジョギングや水泳、筋トレなどはこ

の一種

10　ハウスを使わず作物を育てる―栽

培

12　考えるときにひねるもの

14　応用に移る前にしっかりと

16　１カ月の後ろ３分の１

18　ペンのはキャップと呼ぶこともあり

ます

20　東京都中央区の地名。豊洲へ移転し

た東京都中央卸売市場があった場所

21　２人でおそろいの服を着ます

タテのカギ

ヨコのカギ
１　甘柿の王様と呼ばれることもありま

す

２　屋内のこと。―派

３　ボンレス―、―サンド

４　漢字では石榴、柘榴などと書く果物

６　たき火に手をかざして取ります

９　飲んで食べて話して楽しみます

11　山野で生まれ育ったヤマノイモ

13　奇術師が披露するもの

15　ベンチよりふかふかしています

17　富士山の山頂を白くします

19　漬物やワインを詰めます

■二重マスの文字をＡ～Ｅの順に並
べてできる言葉は何でしょうか？

応募のお知らせ

先月号の答え
２……トラックの荷物の量が違う
３……サツマイモの数が違う
８……袖のラインがない
９……サツマイモの葉が少ない
12………タオルがかかっている

理
事
会
だ
よ
り

10
月
27
日
㈮
開
催

議
　事

第
１
号
議
案
　 

令
和
５
年
度
上
半
期
デ
ィ
ス
ク

ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
開
示
に
つ
い

て
　
　      

第
２
号
議
案
　 

令
和
６
年
度
役
員
選
任
基
本
方

針
及
び
総
代
選
挙
実
施
方
針
に

つ
い
て

第
３
号
議
案
　 

公
用
印
並
び
に
金
庫
の
鍵
管
理

規
程
の
変
更
に
つ
い
て

第
４
号
議
案
　
職
制
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

第
５
号
議
案
　 

文
書
管
理
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

第
６
号
議
案
　 

貯
金
保
険
機
構
の
貯
金
者
デ
ー

タ
整
備
に
係
る
立
入
検
査
相
続

事
項
に
対
す
る
改
善
状
況
等
の

報
告
者
提
出
に
つ
い
て

第
７
号
議
案
　 

経
営
実
績
の
月
例
検
討
に
つ
い

て
　
本
誌
６
・
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

た
「
国
消
国
産
」
は
、
国
民
が
必

要
と
し
消
費
す
る
食
料
は
、
で
き

る
だ
け
そ
の
国
で
生
産
す
る
と
い

う
考
え
方
で
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が

提
唱
し
て
い
ま
す
。

　
農
家
の
高
齢
化
、
減
少
が
進
む
中
、
国
内
で

食
料
を
生
産
す
る
大
切
さ
に
つ
い
て
、
意
識

が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。「
国
産
」
を
選
び
、

食
べ
る
こ
と
で
、
生
産
者
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

我峰町
中島　静子…様
八幡原町
山口　恒男…様

◆ 10月号の当選者　おめでとうございます ◆
下滝町
相原　松恵…様
江木町
反町　秀子…様

宿大類町
羽鳥　邦彦…様

（今月の応募数30通）

◆応募方法
　　E‒MAIL・ＦＡＸ・郵便ハガキのいずれかの

方法でご応募下さい。
　　必要事項（答え、住所、氏名、電話番号）を

記入の上、下記あて先までお送り下さい。正解
者の中から抽選で５名のみなさんに、ＪＡオリ
ジナル「高崎うどん」をプレゼントします。Ｊ
Ａや本誌に対するご意見・ご感想をお待ちして
おります。

◆あて先
　（E‒MAIL）homepage@takasaki.jagunma.net
　（Ｆ Ａ Ｘ）027－352－7104
　（ハ ガ キ）〒370－0018　高崎市新保町1482

ＪＡたかさき「ＪＡだより頭の体操」係
◆締め切りと正解者発表
　　11月15日の消印まで有効とし、正解者発表は

12月号に掲載予定です。
【個人情報の取扱い】

　ご応募戴いたE‒MAIL・ＦＡＸ・ハガキは、抽
選と商品発送以外の目的には使用いたしません。
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発
行
人
／
堀
米
　
　
登
　
住
　
所
／
高
崎
市
新
保
町
1
4
8
2

編
　
集
／
編
集
委
員
会
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
0
2
7（
3
5
2
）5
2
8
8
㈹

発
　
行
／
　 高
崎
市
農
業
協
同
組
合

〒
3
7
0
－
0
0
1
8

材 料

組
合
員
に
寄
り
添
い
地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る

Ｊ
Ａ
だ
よ
り
た
か
さ
き

シェフ永井のおすすめ

茨城県笠間市にある
「天晴（旧キッチン晴人）」
オーナーシェフ

永
井

　智
一

（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

サンマ………………… 2尾
ショウガ（千切り）…… 少々
米…………………… 300ｇ
だし昆布……………… 1枚
マイタケ…………… 200ｇ
塩……………………… 適宜
　　水……………… 270㎖
　　料理酒… 大さじ1と½
　　しょうゆ…… 大さじ1
　　塩…………… 小さじ½

４人分

｛

11
JA
た
か
さ
き
1
1
月
号
（
第
3
6
9
号
）

2
0
2
3
年
1
1
月
1
日
発
行

作
り
方
　
❶
サ
ン
マ
は
頭
と
尾
、
内
臓
を
取

り
除
き
半
分
に
切
っ
て
塩
焼
き
に
す
る
。

❷
米
を
研
ぎ
20
分
ざ
る
あ
げ
し
て
か
ら
、
炊

飯
器
に
Ａ
の
材
料
を
合
わ
せ
、
研
い
だ
米
を

20
分
浸
水
す
る
。

❸
炊
飯
器
に
だ
し
昆
布
を
入
れ
、
そ
の
上

に
①
の
サ
ン
マ
と
小
房
に
し
た
マ
イ
タ
ケ
、

シ
ョ
ウ
ガ
を
の
せ
炊
飯
す
る
。

❹
炊
き
上
が
っ
た
ら
サ
ン
マ
と
昆
布
を
取
り

出
し
、
サ
ン
マ
の
中
骨
を
取
り
除
き
炊
飯
器

に
戻
し
、
混
ぜ
合
わ
せ
て
出
来
上
が
り
。

Ａ

　
今
回
は
飯
塚
町
に
お
住
ま
い
の
小
平
恒
雄

さ
ん
の
お
宅
に
訪
問
し
、
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　
小
平
さ
ん
は
姉
と
長
男
と
一
緒
に
約
２
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
水
稲
栽
培
と
約
30
ア
ー
ル
の
畑

を
耕
作
し
て
い
ま
す
。

　
米
の
品
種
は
「
あ
さ
ひ
の
夢
」
と
「
彩
の

き
ず
な
」
を
作
っ
て
お
り
、
多
く
収
穫
で
き

る
よ
う
に
毎
年
作
付
け
を
工
夫
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
耕
作
場
所
が
遠
方
に
多
く
あ
り
、
ま

た
、
機
械
の
維
持
費
や
運
搬
な
ど
色
々
と
ご

苦
労
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
後
継
者
の
育
成
や
担
い
手
不
足
に
は
特
に

心
配
さ
れ
て
お
り
、
農
業
推
進
員
も
務
め
て

お
り
ま
す
。

　
耕
作
面
積
を
広
げ
て
き
た
理
由
を
尋
ね
る

と
、「
農
家
を
守
る
為
に
広
げ
て
き
た
」
と

熱
く
想
い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
後
と
し
て
は
現
状
維
持
し
な
が
ら
効
率

的
な
農
業
に
取
り
組
み
、
技
術
の
向
上
を
目

指
し
、
安
心
安
全
な
食
料
生
産
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
趣
味
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
農
業
の
合

間
に
ご
友
人
と
ゴ
ル
フ
に
出
掛
け
る
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
益
々
の
ご

活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（
塚
沢
支
店
通
信
員
）

農
家
を
守
る
為
に

ー
飯
塚
町
　小
平
恒
雄
さ
ん
ー

サンマと
マイタケの
炊き込みご飯


